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○

済 済

済

1

令和6年4月～令和11年
3月

千円

千円

千円

19,212 千円

146,004 千円

箇所施設

富士川町地域健康福祉セン
ター

受取利息配当金収入

その他の収入

事業活動収入計

事
業
活
動
に
よ
る
収
入

千円

7,002 千円

千円

千円

千円

43 千円

1,360 千円

千円

【令和6年度決算・法人単位資金収支計算書】

負担金収入

介護保険事業収入

就労支援事業収入

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ等事業収入

事業収入 1,282 千円 共同募金配分金事業費

寄附金収入 1,126 千円

会費収入 5,131 千円

経常経費補助金収入 30,957 千円

貸付事業収入 50 貸付事業支出
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【諸規程の整備状況】
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山梨県南巨摩郡富士川町長澤1942番地1

0556-22-8913 m-syakyo@amber.plala.or.jpE-mail

www.fujikawa-syakyo.jp
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法人登記 平成

【職員資格取得状況】

【社会福祉法人との連携】

主
査

社
会
福
祉
士

介
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支
援
専
門
員

（
う
ち
主
任
ケ
ア
マ
ネ

）

ホ
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パ
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１

、
２
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富士川町社会福祉協議会

合
計

（
人

）

指
導
員

各
種
協
働
組
合

経
済
労
働
関
係
団
体

保
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・
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療
団
体

教
育
関
係
団
体

N
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関
係

【役員報酬】

１．組織概況
【評議員・役員構成】

地
区
社
協

法人運営

専
門
員

事
務
局
次
長

課
長
補
佐
・
係
長
・
副
主
幹

円／年192,000

社
会
福
祉
主
事

金額

【苦情解決に係る第三者委員】

【役職員配置状況】

評議員

町内に在住する者（世帯）

回／年

保
健
師
・
看
護
師

そ
の
他

【職員研修】

【指定管理】

そ
の
他
の
職
員

そ
の
他
の
職
員

事
務
員

【地域福祉活動計画】

企業等の介護事業者の加入

4,000

対象

事業所、団体等

令和

令和

【地域における公益的な取組】

内容 生活支援サポーター事業　生活困窮者支援等

会費（一口）

360

災害ボランティアセンタ―設置運営訓練

全職員

（
う
ち
精
神
ヘ
ル
パ
ー

）

連携

委員

職員配置

箇所設置

介護

介
護
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精
神
保
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福
祉
士

介
護
福
祉
士

回数実施
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介
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支
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員

看
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師

内容

【地区（支部）社協】
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援
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ー
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２．活動概要

【会員制度】

慶
弔
規
程

3,830 千円 実施

事
業
活
動
に
よ
る
支
出

704 千円

259 【事業継続計画（BCP）】

自治体名 指定管理施設名

事業費支出 19,056 千円 現在（第 2 次） 令和

第１次策定 平成人件費支出 92,794 千円
済 →

年度事務費支出 9,999 千円 策定予定

受託金収入 102,205 千円 就労支援事業支出 千円

150 千円

施設整備等支出 1,300 千円

財務活動収入 千円 財務活動支出 千円

施設整備等収入 千円

149,156 千円

助成金支出

負担金支出

その他の支出

事業活動支出計

総計 212,732 千円 総計 147,304 千円

事業用

千円

千円

【新型コロナ予防対策ガイドライン】

前期末支払資金残高 63,576 千円 予備費支出 千円

策定 策
定

事務局運営用

指定管理期間

富士川町

医療事業収入



自

委 自

委

自 自

補

自

委 自

自

補

○ ○

1 12

○ ○

○

円 ／ 60 分

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ 29

○ 1 2 人

人

○

○ ○

○ ○実施

内容

福祉センター管理運営事業、障害者生活支援事業、居宅提供事業、
地域介護予防活動支援事業、地域生活支援事業、介護就労支援事
業、成年後見利用促進事業

内容

社会福祉協議会運営事業

団体事務局

運営

共同募金分配事業、法人後見事業

団体名

富士川町シニアクラブ連合会、富士川町障害者福祉会、ゆずカフェ
（認知症カフェ）、福祉推進員代表者会、富士川町ボランティア活動
推進協議会

上記に該当しない自主事業（社協独自で行っている事業）

草取り 電球等の取換

認知症施策推進事業

開始実施 予算 千円 平成 年度

新しい介護予防・日常生活支援総合事業

一般介護予防事業

介護予防・生活支援サービス事業 地域包括支援センターの運営

包括支援事業

委託

介護予防

緊急通報体制等整備事業

成年後見制度利用支援事業

高齢者の生きがいと健康づくり推進事業

介護予防プラン作成事業

高齢者実態把握事業

徘徊高齢者家族支援サービス事業

家族介護者交流事業

介護用品の支給

家族介護教室

食の自立支援事業

子育て相談事業

理髪サ－ビス

社協

生活支援体制整備事業

第１層協議体設置 実施

第２層協議体設置

時間

ひとり親家庭団体等との連携

複合型

子育て

宅老所

総合相談事業

対象

子ども食堂

回数 回／年

社協と関わり無 団体 回数 回／年

社協と関わり有 団体

実施

心配ごと相談事業

9

住民座談会

助成金

住民参加型在宅福祉サービス

実施

重層的支援体制整備事業 重層的支援体制整備事業への移行準備事業

高齢者 4

家計相談

子どもの学習相談

その他

財源実施 予算

一時生活支援

就労準備支援

千円

箇所

9,374

対象

実
施

父子家庭への援助

その他

施設と連携した事業

ひとり暮らし高齢者

認知症高齢者

寝たきり高齢者

訪問理美容サ－ビス事業

上記に該当しない補助事業

外出介助サ－ビス

敬老金品

見守り活動

生きがい活動支援通所事業

高齢者食生活改善事業

転倒骨折予防教室

社協外

9

1

助成額（上限） 円／箇所

施設と連携した事業

障害者

合計（箇所） 5

生活困窮者自立支援事業

授産施設･小規模作業所

精神障害者居宅介護事業

会食軽度生活援助事業
食事サ－ビス

住宅改修支援事業

保育所の運営

移送サ－ビス

その他

母子家庭への援助

学童保育の運営

配食

※委託＝委　補助＝補　自主＝自（事業の形態として）

手話講習会の開催

介護講座

ふれあいいきいきサロン

施設と連携した事業

障害児･者団体等との連携

【実施事業】（介護保険・障害者総合支援事業を除く）

障害福祉関係高齢者福祉関係 児童（子育て世帯）福祉関係

寝具類洗濯乾燥消毒サービス事業 ガイドヘルプ事業

休息一時ケア事業

おもちゃ図書館

児童館の運営

外出支援サ－ビス事業

買い物サ－ビス

施設と連携した事業

当事者団体等
との連携

法人後見事業

ミニデイサ－ビス

認知症カフェ

ふれあいいきいきサロン助成金

小口資金貸付（単独）

上記に該当しない委託事業

実施

内容

1,700

自立相談事業 1人暮らし高齢者、高齢者世帯、障がい者世帯等

ちょこっとさん

8:30～17：00

話し相手 部屋の片づけ 障子の張替 調理の手伝い その他

名称

実施

活動費（上限）

任意事業

500

生活支援コーディネーター

生活支援コーディネーター箇所

新しい地域支援事業

日常清掃 買い物
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【介護保険事業・障害者総合支援事業】

定員

生活介護 その他

基幹相談支援ｾﾝﾀｰ

受託実施 ○
生活介護事業の
提供時間

時間 24時間 土曜 日曜 祝日

日曜 祝日

重度訪問介護 就労継続支援B型

定員

訪問介護 ○ ○

居宅介護

地域生活支援 就労継続支援A型
指定事業者

居宅介護事業の
提供時間

時間 24時間 土曜

日曜 祝日

訪問入浴介護 その他

福祉用具貸与
受託実施 ○

通所介護事業の
提供時間

時間 24時間 土曜 日曜 祝日

時間 24時間 土曜

【強化発展計画の内容等】

社協実施の
介護保険事業
（○が実施事業）

居宅介護支援 通所介護
指定事業者

訪問介護事業の
提供時間

X（Twitter）

社協実施の
障害者総合支援事業
（○が実施事業）

教育委員会（学校を含む）と連携した取組の実施

福祉教育推進委員会等の推進組織の設置

【福祉教育の取り組み状況】

回／年

回／年

管内学校数

その他の
SNS

小

その他

その他の
広報活動

機関誌
広報誌名

HP,SNS

Facebook YouTube

201

2

314

【災害ＶＣに係る協定】

小

年度

501

グル－プ

9

協定内容

平成

平成 締結先

5

345

中

済 →
富士川町

山梨県社会福祉協議会

センター開設場所

回／年1

Instagram

129,000市町村社協単独分の助成額（上限）

連絡会の開催

円／校

資金

市町村社協単独指定数

締結先

令和

令和

連絡協議会名

発足年月日

策定予定

合計

運営委員会名

開催回数 12

【備品等の貸出】　　※管内の住民または他社協等に貸出可能な備品

グループ数

所属人数

個人ボランティア

ボランティア活動を
主目的とする団体

【ボランティア把握・登録数】

締結

1,085

17

655

ボランティア
活動保険
加入助成

登録数把握数区分

一部あり

LINE

【SNSの利用状況】

7

ボランティア活動を
主目的としない団体

回／年

239 140

【災害ＶＣ設置運営マニュアル】

車いす（介助用3台）、福祉車両、ワイヤレスマイク

富士川町ボランティア活動推進協議会平成

運営委員会設置

内容

人材

その他

【ボランティアセンター】

職員配置

平成

策定

年度

災害ボランティア育成研修会の開催

Ｖグループ等への支援 その他

ボランティア相談 イベント開催

その他

資機材

【ボランティア協力校】

特支

特支

高

高

締結予定

中

【ICTを活用した取り組み】

実施

【広報活動】

発行数

その他

福祉講話講師等社会資源データの把握

子どもたちを対象としたボランティア体験等の実施

地域住民と連携した取組の実施

地域防災計画上の社協（災害VC設置運営）の役割

防災マップの作成

【福祉救援（災害Ｖ）活動の取り組み状況】

貸出用
機器等数

名称 富士川町社会福祉協議会ボランティアセンター

業務時間

専有スペース

福祉だより

指定福祉避難所

発行数

ボランティア育成

設置年

災害VC設置・運営訓練の実施

地域の要援護者の情報把握


